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　警察庁の研修制度は大変充実しており、情報通信に関する知識がない方でも、入庁後に業務に必
要な知識を身に付けることができます。
　入庁１年目は、警察情報通信学校での研修のほか、配属された所属での職場実習など、警察庁技
術職員として必要になる技術・知識を身に付けるための研修を受けます。
　入庁２年目以降にも、警察情報通信学校での専門的な研修や国内外での大学院等で研究を行う留
学制度があるほか、民間・他省庁が主催する研修を受ける機会もあります。

警察庁技術職員のキャリアパスについて キャリアパスイメージ

※ 上記は一例（役職は府県（方面）でのもの）

充実した研修プログラムで
情報通信技術のプロフェッショナルへの道をサポート

　入庁１年目の研修を終えると、機動通信課、通信
施設課及び情報技術解析課のいずれかの係に配属と
なります。その後、しばらくは基本的な実務を経験・
習得しつつ、主任、係長、課長補佐などとキャリア
アップしていき、部下の指導や組織の運営といった
所属のリーダーとしての活躍が期待されています。

　キャリアアップは昇任選考となっており、学歴や
性別に関係なく、選考されます。
　キャリアを歩む過程で、希望や適性に応じ警察庁
本庁（内部部局）や附属機関での勤務、国内外への
留学、都道府県警察や他省庁への出向など様々な部
門での勤務機会もあります。

研修制度
Part3

能力を伸ばす
研修制度

一般職員初任科に入校し、警

察職員として必要な基礎知識

及び自覚を身に付けることを目

的とした研修を受けます。

　業務において必要となる知識・技術は専門的かつ

高度なものとなります。

　そして日々進歩する情報通信技術に対応するため、

採用時研修終了後も様 な々研修体系が整備されてお

ります。

都道府県警察学校

※スケジュールは一例です。状況に応じて学校での研修期間など変更されます。

４月～ 5月～ 9月～ 3月 年度末

初任研修
（おおむね１か月）

業務を行う上で、必要な基本

知識及び技能について研修を

受けます。

配属された情報通信部

職場研修
（おおむね１か月）

機動通信課、通信施設課、

情報技術解析課の各課各係

において実務を行いながら研

修を受けます。

配属された情報通信部

職場実習
（年度末頃まで）

警察大学校附属警察情報通

信学校に再度入校し、より実

践的な研修を受け、１年間の

研修の総仕上げを行います。

警察情報通信学校
（東京都府中市）

通信職員養成科
（技術補習）

（おおむね3週間）

多種・多様な
スキルアップの
機 会

2022年　採用
一般職試験（大卒程度）
化学

　入庁時の警察情報通信学校への入校から専科と呼ば
れる配属された係の専門分野に特化した研修まで、自身
の技術段階に応じたプログラムが用意されており、業務
に必要な知識や技能を修得できる環境が整っています。
　継続的な学びを通じて、業務に必要な専門性を高め
ていくことができます。

警察庁の研修制度全般について

　現在、情報技術解析課で勤務しています。専科では
解析業務に必要な知識を学ぶだけではなく、実際に職
場で使用している機器を使用して実習を行うため、より
実践的かつ高度な能力を身に付けることができました。
　それぞれの業務分野に応じた専科が用意されているた
め、新しい業務になったとしても、不安に思うことなく自
信を持って業務
に取り組むこと
ができます。

各種専科入校での経験について

専科入校 昇任時研修

留学
（国内外）

民間・他省庁
主催研修への

参加

入庁

各課配置
係員・主任

係長
課長補佐

課長
部長

採用時研修

係の管理的立場として、
実務を遂行基本的な実務を

経験・修得

所属のマネジメント
部全体のマネジメント

課内の調整

入庁１年目（採用時研修） 入庁２年目以降

6月～ 8月

警察大学校附属警察情報通

信学校に入校し、情報通信技

術の基礎知識及び技能につい

て研修を受けます。

警察情報通信学校
（東京都府中市）

通信職員養成科
（技術初任）

（おおむね３か月）

詳しくは、次ページへ

警察庁本庁・管区警察局・都道府県警・他省庁　等
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Q 長期間の集団生活は不安です。

10：30

２時限目：実習

14：20

４時限目：グループ討議

6：30

起床 朝食 １時限目ホーム
ルーム

7：00 8：30 9：00

３時限目 ４時限目 ５時限目 点呼 消灯夕食・入浴・自由時間

12：50 14：20 15：50 17：15 22：30 23：00

昼食・休憩

11：50

２時限目

10：30

9：00

１時限目：座学

19：00

自由時間・自習時間

11：50

昼休み

15：50

５時限目：体育

A 　生活する寮は、全室個室でプライバシーが確保されており、勉強に集中できる環境
が整っています。最初は慣れないこともあるかもしれませんが、研修の支援・指導を
担う若手の先輩職員によるサポートも受けられるため安心して生活することができます。

Q 外出・外泊はできますか？
A 　課外の時間であれば外出が可能であるほか、翌日が休日の場合には、外泊すること
も可能です。

Q 警察官のように体力は必要ですか？
A 　警察庁技術職員は知識・技術力で警察活動を支えています。体力にあまり自信のな
い方や、運動が苦手な方でも心配いりません。

Q 警察情報通信学校では、携帯電話を使うことができますか？
A 　課外の時間であれば、携帯電話の利用は制限されません。

スポーツを通じて基礎体力の強化を図り
ます。

食堂で同期と昼食を食べ、午後からの
授業に備えます。同期との楽しい会話は
良いリフレッシュになります。

情報通信技術や各種通信システムの基
礎知識等を学びます。

各種通信機器に実際に触れることで理
解を深め、現場で活用する技術を学び
ます。

討議を通じて職務に求められる技術・
システム等の理解を深めます。討議結
果を発表し、プレゼンテーション能力を
磨きます。

売店で買い物したり、自習スペースで勉
強したりするなど、自由な時間を過ごし
ます。今日は同期との勉強会を開催し、
疑問点の解消に努めました。

2021年採用 
国家公務員一般職（高卒者）

　学生時代は主に機械分野を学んでおり、情報通信や
無線についての知識はほとんどなかったため不安を感じ
ていました。
　しかし、どの科目も教官たちが基礎から丁寧に指導し
てくれるので、授業についていけなくなることはありませ
んでした。
　分からないことは、同期に聞いたり、教官に質問する
ことができます。入校生を授業・生活の面で親身にサポー
トしてくれる「学生主任」という先輩職員も一緒に入校
するため、安心して学習ができました。
　通信職員養成科で生活を共にした全国の同期との絆
は一生ものです。

通信職員養成科での経験について

　採用されると間もなく、警察情報通信学校に入校し、
全国各地で採用された同期とともに、技術職員として
業務をしていく上で必要となる知識や技能について学
びます。
　学校内には、食堂や大浴場のほか、グラウンドやテ
ニスコートもあり、課外の時間も快適に過ごすことが
できます。
　授業は 1 日５時限（１時限は 80 分）で、経験豊富な
教官たちが担当します。情報通信に関する知識がない方
でも習得できるよう、座学のほか、業務で実際に使用す
る機器を用いた実習を多く取り入れていますので、安心
して学ぶことができます。
　全国の同期たちとともに寮で生活し、学習するため、
お互いの絆を育む、とても貴重な機会となっています。

通信職員養成科（技術初任）カリキュラム Q＆A
データ通信 ネットワーク技術

データ通信システム　など　

基幹通信 電子交換機　基幹 IP網システム
通信指令システム　など

無線通信 無線工学　警察無線システム　など

機動通信 衛星通信　映像通信　無線運用
電源設備　高所作業　など

電磁的記録解析　技術支援業務概要　など

情報管理 情報処理技術基礎知識　など

一般教養
職務倫理　ビジネスマナー
情報セキュリティ対策　文書作成
文書管理・情報公開　など　　

その他 警察礼式　体育　各種行事　など

情報技術解析

通信職員養成科（技術初任） 
Part3

能力を伸ばす
研修制度

技術（機械系）
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―現在の業務内容を教えてく
ださい。

Ｃ　通信施設課で警察情報通信シス
テムや機器等の新規整備、具体的に

は、図面作成や仕様書の作成、工事の

監督等を行い、計画的な整備を行って

います。

Ａ　僕も同じ課で勤務しています。
　工事監督や図面の作成など慣れな

い業務ばかりで大変ですが、自分の設

計したものが形になり、警察活動の基

盤となる通信の確保につながると考え

るととてもやりがいのある仕事です。

Ｂ　私は、情報技術解析課で捜査員
が押収したスマートフォンやパソコン

などからデータを抽出して可視化を行

う解析業務と、民間事業者等を対象と

したサイバー攻撃への技術的対策の

指導を行っています。

　県警の捜査員に同行して捜索差押

え現場に臨場し、専門的知識を生かし

てパソコンなどの証拠物押収作業の技

術的支援を行うこともあります。

―警察庁技術職員を志望した
理由を教えてください。

Ａ　幼い頃から警察官に興味があった
ので、就職活動の際に警察組織につい

て調べたところ、警察に技術職の採用

があることを知ったことがきっかけで

す。警察官ではなく警察庁技術職員の

立場から国民の安全安心な暮らしを守

ることにやりがいを感じたことから志

望しました。

Ｃ　私は、職員訪問で業務内容を知り、
学生時代に学んできた自身の知識や

技術を活かして人の役に立てる、社会

貢献できる仕事というところに感銘を

受け、志望しました。

―職場の雰囲気はどのような
感じですか？

Ｂ　警察組織というと「厳格」といっ
た堅いイメージがあるかもしれませ

ん。私も入庁までは少し不安に思って

いました。実際働いてみるととても穏

やかな雰囲気の職場です。解析業務は

黙々と作業をこなすことが多いです

が、和気あいあいと雑談をすることも

あります。自分では分からない部分も

上司や同僚に気兼ねなく聞くことがで

きるため、疑問点をしっかり解消して

仕事に向き合うことができます。

Ｃ　そうですよね。まさに職人！って
感じの方も中にはいらっしゃいます

が、質問するととっても丁寧に教えて

くださるので助かってます。先輩も普

段から気に掛けてくださり、不安を感

じることはありません。様々なチャレ

ンジの機会があり、のびのび仕事がで

きる職場です。

Ａ　働きやすさは僕も感じています！ 
　今年の 4 月に福島県から宮城県に

転勤になり、初めての転勤と新しい分

野での仕事に不安はありましたが、上

司・同僚が温かく迎え入れてくれて

日々前向きに仕事を行っています。

　最近では、管区内の通信施設課勤

務経験が浅い職員を対象とした研修

会に参加し、仕事上の悩みや疑問につ

いて情報交換をしました。業務上の悩

みを相談・共有することで、業務の不

安を解消することができました。

　職場全体として、若手職員への支援

がとても充実していると感じます！

―女性目線で見た警察庁技術
職員の魅力を教えてくださ
い。

Ｃ　男女問わず活躍の場があることで
しょうか。チャンスに臆することなく

挑戦することができるので、様々な分

野で活躍している先輩職員の姿をみ

て、自分の目標にしています。

Ｂ　警察官並みの体力は必要なく、自
分自身の技術力を駆使して、国民の安

全・安心を守ることができるところで

す。

　我々が扱う通信機器は精密機器の

ため、重たい通信機器は複数人で協力

して慎重に運びますのでご安心くださ

い！（笑）

―休日はどのように過ごされ
ていますか？

Ｃ　友人や家族と旅行やイベントに出
かけています！全国津々浦々に同期が

いるので、旅行先で同期と遊ぶことも

あります。

　フレックスタイム制度が整備されて

いるので、仕事がある平日も自分の趣

味のために勤務時間をずらして働くこ

ができます。私は、この制度を利用し

て、バイクの免許を取得しました！今

はずっと憧れていたバイクの納車を

待っています。

Ａ　すごい！私生活がとても充実して
いますね。僕も休暇の取りやすさは感

じています。１年間に 20日の年次休

暇が付与されますが、今年は100%の

取得率を達成しました。来年も20日

全日取得を目標にしています。

　仕事のオン・オフをはっきりさせる

ことで、仕事のモチベーションもアッ

プしています。

　最近は、資格取得を目標に勉強中心

の休日を過ごしています。勉強は自宅

だけでなく、時には気分転換で図書館

やカフェに行くこともあります。

　勉強以外にもランニングや野球観

戦など、自分の趣味を満喫しています。

Ｂ　私は、家でゆっくりすることが多
いかな。美術鑑賞が好きで美術館や博

物館で企画展があれば巡っています

ね。職場の福利厚生制度で割引がある

ので、映画を見に行く機会も増えまし

た。

―警察庁技術職員を目指す皆
さんへメッセージをお願いし
ます。
Ａ　入庁後の研修制度が充実してい
るので、業務に必要な知識は入庁後で

も十分身につけることができます。

　ご興味を持った方は業務説明会・職

場訪問に来てください。そして、警察

庁技術職員について理解を深めてもら

えると嬉しいです。

Ｂ　情報通信技術は日進月歩のため
常に学習が必要ですが、仕事をとおし

て、自分自身の知識や技術を高めるこ

とができます。

　今持っている知識が活かせるか不

安を持つ方もいるかと思いますが、ま

ずはチャレンジしてみようという気持

ちを大事にしてください。皆さんと働

ける日を楽しみにしています。Cさん
通信施設課  係員
2021年採用　一般職試験（高卒者）
技術（電気・情報系）

Aさん
通信施設課  係員
2022年採用　一般職試験（大卒程度）
機械

Ｂさん
情報技術解析課  係長
2016年採用　一般職試験（大卒程度）
電気・電子・情報

東北管区警察局宮城県情報通信部の若手職員３名に、

現在の業務内容や実際の職場の雰囲気、

働きやすさなどについて、 語ってもらいました。

若手職員座談会

private shot

鶴ヶ城の赤べこと！
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現在の業務内容 
　悪意のあるプログラムを詳細に調査し、その動作や目的、影響
を確認しています。詳細を明らかにすることで、効果的な対策を
行っています。

東京都警察情報通信部
情報技術解析課
2020年  採用

8:30 事務処理・情報収集
メールの確認と、今日までにあったサイバーセキュリティに
関する情報やセキュリティインシデント情報について情報収
集を行います。

12:00 昼食
今日は、同期と近くの定食屋でランチをしました。たくさん食
べて午後からのエネルギーをチャージします。

17:15 退庁 

9:00 不正プログラムの解析
警視庁から依頼を受けた不正プ
ログラムを解析します。

13:00  会議
業務の進捗や、最新の技術につ
いて情報共有を行います。

13:30 電話での打合せ
解析に行き詰まった時は、警察
庁や他所属に技術的な助言を受
けることもあります。お互い協力
できる環境が整っています。

14:00 情報収集
解析手法の高度化を図るため勉
強の日 で々す。今日は、プログラ
ムの構造について情報収集を行
いました。

　スケールの大きい業務に携わりたい
と思っていたため志望しました。また、
ドラマのような世間が知らない裏側の
事情や公表されていないシークレットな
どがあるのではないかといった点も実は
興味がありました。

警察庁を志望した理由

現在の業務内容
　県警察からの依頼を受けて、被疑者が使用した電子機器を解
析しています。解析する対象により解析手法が異なるため、覚え
ることが多く大変なこともありますが、日々 奮闘しています。

埼玉県情報通信部
情報技術解析課
2023年 採用

8:30 朝会
一日の業務予定を課内で共有します。

11:30 証拠品の授受
捜査員が持ち込んだ証拠品を預
かります。誤りのないようにしっ
かりと書類を確認します。

12:00 昼食
庁舎の食堂を利用することが多いです。

17:15 退庁 

8:40 解析相談電話対応
県警察からの解析に関する相談
対応をします。解析要請を受け
る場合は受付処理を行います。

13:00  解析業務
先輩からの指導を受けながら
進めます。難しい解析は課員
みんなで相談しながら進めてい
きます。

15:30 解析結果報告書の作成
解析した内容を報告書にまとめ、
県警察へ報告します。

　以前は、民間企業で勤務していました
が、公共のために働きたいと思い公務員
を目指しました。その中でも警察庁技
術職員は、国民の安全・安心を技術面
で担う仕事であり、治安維持に貢献で
きることに魅力を感じ、志望しました。

警察庁を志望した理由

現在の業務内容
　通信機器の設置や、県警察が使用する各種通信機器の準備
等を担当しています。災害等の突発事態において迅速的確な対
策がとれるように維持管理、訓練しています。

沖縄県情報通信部
機動通信課
2023年 採用

9:30 始業
朝会で一日のスケジュールを共有し、業務がスタートします。

10:00 確認・修理
システムや情報通信機器に不具
合や故障がないか確認します。
修理の依頼を受け、ケーブルや
アンテナの修理も行います。

12:00 昼食
お弁当を作り持参しています。 休憩時間終了まで、先輩職員
とおしゃべりを楽しんでいます。

17:00 翌日の準備
翌日に出張がある場合、携行品の点検や準備を行い、出張
に備えます。

18:15 退庁 

9:45 無線機点検
管理している無線機に不具合等
がないか点検を行います。

13:00  動作試験
修理したケーブル等の試験を行
います。実際に現場で使用でき
るように万全の状態にします。

14:30 書類整理・電話対応
今後の維持管理に活用するため、
修理内容を記録します。警察官か
らの無線に関する相談や、問い
合わせに電話対応します。 

　無線通信に興味があったので、無線
を学べる技術系高等学校に入学。 警察
庁は第一級陸上無線技術士の資格者
を対象とした採用枠があると在学中に
知り、資格を活かして社会貢献したい
と思い、志望しました。

警察庁を志望した理由

海水浴やマリンスポーツや、ドライブを
したりして楽しんでいます。

プライベート、休日の過ごし方

現在の業務内容
　通信機器や通信施設の整備を行っています。関係機関等と調
整を行い、その結果を工事図面や仕様書に反映させ、工事計画
を進めています。

秋田県情報通信部
通信施設課
2022年 採用

8:30 事務処理
朝礼、メールチェック、業務内容の確認。出張があれば準
備をします。

12:00 昼食
午後の業務に向けて、昼食と休息をとります。

9:00 工事監督
適切に工事が施工されているか
を監督します。

13:00 工事監督
進捗状況の確認を行い、午前中
の工事の続きを行います。

16:00 書類作成
工事報告書を作成し、まとめ
ます。

17:15 退庁
一日の業務を終え、退庁します。

　工業高校で習得した知識を生かし
て、国の治安を守る業務に携われる点
に魅力を感じ志望しました。

警察庁を志望した理由

プライベート、休日の過ごし方

　地元の友達と遊んだり、家族と過ごして
います。ドライブに行くことが多いので、
ドライブついでに写真を撮影しています。
昨年は、同僚とロードバイクでサイクリング
に行きました。そのほかにもギターやベー
ス、ピアノなどの楽器や釣りをしてリフレッ
シュしています。

プライベート、休日の過ごし方

　ラーメンと日本酒が好きなので、休日の
昼はラーメン店に出かけ、夜は晩酌で楽し
んでいます。冬は休暇を取り、少し遠出し
てスノーボードをしています。

プライベート、休日の過ごし方

　友人と食事に行くことが多く、先日は奮
発して豪華なアフタヌーンティーに行きまし
た。休日は心身ともにゆっくりと過ごすこと
で、リフレッシュができ翌週の仕事も頑張
ろうと思えます。

若手職員　の一日若手職員　の一日
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総合的に発展進化していく
警察情報通信と共に

　私が所属している神奈川県情報通信部は、神奈川県警察

の活動を技術面から支えている国の組織です。

　警察は業務の特殊性から、110 番受理システム、警察無

線システム等、国が全国統一した独自システムを多く整備

しており、そのシステムが正常に動作していないと、警察

活動に支障をきたすと言っても過言ではありません。その

ため我々は、システムの整備と維持管理を行い、また、県

警と連携して、犯罪の取締りのための情報技術の解析も

行っています。

　これらの重要な業務を行うため、情報通信部の責任者と

しては、今まで培った技術や過去の勤務経験、人脈等を生

かし、県警を支援できる体制を確立することが求められま

す。また、一番大切な情報通信部の職員が、生き生きと働

くことのできる職場づくりも心掛けています。

　さらに、県警との連携も大切なため、公安委員会の先生

方、警察本部長、各部長等とのコミュニケーションも大切

にしています。

　情報通信部の業務は、多種多様でありますが、研
修体系がしっかりしていること、得意分野や個人個
人の能力を生かせる人事配置に配慮している等、心
配しないで業務を行うことができると思います。
　また、この組織の仲間達は、仕事のことは勿論で
すが、プライベートのことでも、本人、家族のお祝
い事、不幸があった場合には、一緒に苦楽を共にし
てくれました。私もそんな仲間に助けられて、今の
ポジションに就けたと思います。
　こんな組織の仲間に入りませんか？お待ちしてお
ります。

学生の皆様へのメッセージ

38年目

関東管区警察局 神奈川県情報通信部長

国家公務員Ⅲ種試験
（電気）

山本  紀幸

１９８７～１９９１年
■新潟県通信部無線通信課　保全係員

県警察の現場活動を支える通信部業務を実感
　初任地は新潟県でした。３名の新卒者が配置になり、右も左も分
からない我々に対し、先輩方は親切丁寧に業務を教えてくれました。
　私は、警察無線の維持管理を主に担当し、警察署や交番等に行
き、また、警備等の部隊活動にも参加し、現場警察官と常に連携
して業務を進めました。
　警察官が通信機器を使用して業務を行っている姿を目の前で見
て、この業務が警察活動を支えていることを実感しました。
　このときの経験は、今の私の自信につながっています。

１９９１～１９９３年
■関東管区警察局通信部無線通信課　保全係員　施設主任

東京サミットまでにＷＩＤＥ通信システムを整備せよ
　関東管区へ異動になり、初めの業務は、ICPO で使用する短波
無線局（今は廃局しています。）の維持管理を行う保全係でした。
　その後、1993 年にサミットが東京で開催されることになり、ＷＩ
ＤＥ通信システム（警察版のデジタル携帯電話）をサミット警備に
間に合うよう首都圏に整備をするため、整備担当の施設係に異動と
なりました。
　関東管区内では、初めての整備のため、整備先進県である近畿
管区に行き、ノウハウを伝授してもらいました。
　完成後、部隊がサミット警備で WIDE 通信システムを使用してい
るのを見た時の達成感は非常に大きく、今も忘れられません。

１９９７～２０００年
■警察庁情報通信局通信施設課　施設主任

県通信部・管区通信部等の経験で予算要求
　警察庁では通信施設課に勤務し、各種システムを導入するための
予算要求業務を行っていました。
　情報通信システムは警察活動に欠かせないため、刑事局、交通
局等、様々な部署と連携し、予算要求に必要な書類を作成し、予
算主管部署へ提出しました。
　何を行うにしろ、予算が無ければ話になりません。
　全国の警察活動につながっているため、非常に責任のある業務でした。

２００１～２００２年
■神奈川県情報通信部　機動通信課　係長　通信施設課　係長

現場からの情報は映像が主流に
　神奈川県では、2002サッカーワールドカップの通信対策の業務を
行っていました。
　フーリガン対策との名目で、競技会場、駅からの道路等にカメラ
を設置し、警察本部、そして警察庁に映像を配信しました。
　当時の映像信号は、今のデジタルとは違い、アナログ信号であっ
たため、画質補正、ノイズ対策等に悩まされました。
　その後、「百聞は一見にしかず」ではありませんが、現場警察活
動の情報共有には、映像が必要不可欠な時代となってきていました。

２０１７～２０２１年
■東京都警察情報通信部　機動通信第一課、第二課　調査官、課長

東京２０２０オリンピック・パラリンピック
通信対策の完遂をめざし
　東京オリンピックの開催が決定し、通信対策の検討を進めること
になりました。まさか、自分が担当するとは思っていませんでしたが、
昭和39年東京オリンピック年の生まれなので、何かの御縁と思い
挑戦しました。
　オリンピック会場の建設計画と一緒に、警察も対策を行う必要が
あるため、組織委員会、ＪＳＣ（日本スポーツ振興センター）と連携
し進めました。
　開催間近にならないと決まらないことばかりで、検討を進めるに
当たり非常に苦労をしました。
　その後、コロナ禍となり、どうなるか分からなくなりましたが、全
国の警察職員が応援にきてくれて、無事に完遂できました。

キャリアパス
Part4
多彩な

人材の活躍 入庁からの軌跡
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私の歩んできた道、
そして現在
中国四国管区警察局　四国警察支局
高知県情報通信部　通信施設課長

無線従事者資格石田 ゆかり

1993～1998年
■愛知県通信部無線通信課保全係員

初めての現場活動
　採用され丁度 1 年が過ぎたとき大規模な航空機墜落事故が発生
し、その現場に出動した経験があります。当時、県警が保有して
いたテレビ中継車で、初めて緊急走行で出動し、現地で映像伝送
するカメラマンとして大規模な事故現場で活動しました。出動する
際には、とても緊張していましたが、現場に到着した際には落ち着
いて、警察本部や警察庁に映像伝送することができ役目を果たすこ
とができたと思っています。この現場活動は、紛れもなく使命感で
あったと感じています。この経験は、私にとって生涯忘れることの
できないものとなっています。

2021～2022年
■中部管区警察局情報通信部通信施設課課長補佐（計画）

仕事をする上で心掛けたこと
　業務を行うためには、情報収集と関係各所属等との相互の連携
が大切です。常にアンテナを高くして、警察庁や他の管区警察局及
び各県情報通信部の情報を素早くキャッチできるよう各担当者や部
下職員とコミュニケーションを図るよう心掛けました。また、知り
得た情報は、関係各所属等と情報共有し、連携を図ることが大切
であると感じています。

2014～2016年
■警察庁情報通信局通信施設課電波技術係長

警察庁での勤務
　警察庁の電波技術係長として勤務した際には、パトカー等で使用
する車載通信系の周波数や大規模なイベント（ラクビーワールドカッ
プ・即位の礼・オリパラ）等で警備活動で必要になる警察無線の
臨時周波数を確保するため、電波の主務官庁である総務省と折衝
するなど、非常にやりがいのある業務を経験できたことは、自身の
成長に繋がったと感じています。

　2024 年３月から出身地である高知で通信施設課長とし

て勤務しています。

　通信施設課の業務としては、第一線の警察官が警察活動

を行うために最も重要となる通信を確保するため、警察無

線・警察電話・通信指令システム等の警察通信施設を整備

し、維持管理を適切に行い県民の安全・安心に繋げること

です。常に高知のために何ができるかを考え、それを形と

して残せる仕事ができたらと思っています。

　仕事は一人ではできません。課員一人一人の特性に応じ

たチームワークを大切にし、互いに協力し合いながら業務を

進めています。部下職員が、毎日仕事を楽しくできる環境を

維持することが、今の私の大切な仕事であると思っています。

32年目
キャリアパス

Part4
多彩な

人材の活躍 入庁からの軌跡

2009～2010年
■警察庁情報通信局情報技術解析課　主任

デジタル・フォレンジックに関する
国際連携を推進する
　国際担当として、他国の法執行機関等を訪問して最新のデジタル・
フォレンジックの解析手法に関する情報交換をしたり、アジア大洋
州地域の法執行機関のデジタル・フォレンジック担当者が日本に集
まって情報交換をする情報技術解析課主催の国際会議の運営をし
ていました。当時日本で被害が多く発生していたマルウェアについて
フランスで開催されたサイバーセキュリティに関する国際会議で講
演したこともありました。

2014年
■警察大学校サイバーセキュリティ研究・
　研修センター捜査研修室　助教授
サイバー犯罪捜査の研修を担当する
新たな部署を立ち上げる
　サイバー犯罪捜査、サイバー攻撃対策を担当する都道府県警察
の警察官を対象とする専門教育のため 2014 年に新たに設置された
ばかりの捜査研修室に着任して、何も無いところからテキストの作
成、捜査実習の事件シナリオの作成、実習環境のシステム構築等
を行って捜査研修室の立ち上げに取り組みました。当時は必要な作
業が多くとても苦労しましたが、周りの人達の協力を得ながらどう
にか乗り切ることができました。

2011～2013年
■内閣官房情報セキュリティセンター（NISC）　主査

政府機関から情報を盗む攻撃に対処する
　当時は政府機関や企業に関係者を装ってマルウェア付きのメール
を送信してコンピュータをマルウェアに感染させ、コンピュータ内の
情報を盗むサイバー攻撃の手口である標的型メール攻撃の被害が大
きな問題となっていました。私は NISC に出向して、政府機関情報
セキュリティ横断監視・即応調整チーム（GSOC）の一員として政
府機関を狙った標的型メール攻撃に使われたマルウェアを解析する
業務を担当しました。その後 2015 年から 2016 年にも出向して 2
回勤務しました。

　電気、ガス、水道等の国民生活に重要なサービスを提供

している重要インフラ事業者等のサイバー攻撃被害を防止

するため、私の係では新しいサイバー攻撃手法や重要イン

フラ事業者等で機械の制御に使われている制御システムの

セキュリティ対策等について情報収集、分析して、サイバー

攻撃の被害を防止する対策や被害を受けたシステムを解析

する際に見るべきポイント等をまとめた技術資料を作成し

ています。

　業務の責任者の立場になり、何をどう分析するかという

方針を立てて部下に指示して業務を進めるため、自分で物

事を決められる範囲がかなり大きくなりました。係の皆が

生き生きと仕事をして、私一人では出せない大きな成果を

出してくれるのはとても嬉しいものです。

警察の内外で
サイバーセキュリティ分野のキャリアを積む
警察庁サイバー警察局　情報技術解析課
サイバーテロ対策技術室　専門官

国家公務員Ⅱ種試験
（電気・電子・情報）萬谷  暢崇

23年目
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出産 １歳 ３歳 ６歳

産前休暇（６週間前から）

休息・捕食のための職務専念義務免除

配偶者出産休暇（２日間）
育児参加のための休暇（５日間）

育児休業（３歳まで）

保育時間（１歳まで）

育児時間（小学校就学まで）
子の看護休暇（小学校就学まで）

超過勤務免除（３歳まで）
超過勤務・深夜勤務の一部免除（小学校就学まで）

育児短時間勤務（小学校就学まで）

早出遅出勤務

業務軽減等

通勤緩和

健康診断・保健指導のための職務専念義務免除

産後休暇（８週間）

女
性
職
員

共

　通

男
性
職
員

早出遅出勤務

妊娠

育児に関する両立支援制度のほか、介護に関する休暇やフレックスタイム制、ワークライフバランスを
支援する制度が多数あります。

東京都警察情報通信部
機動通信第二課　係長

中国四国管区警察局　情報通信部
通信施設課　係長

起床、朝食7：00

出勤
子供たちを起床させて「おはよう、いってきます。」の後に
出勤します。

7：40

登庁
午前中は各県からの問い合わせに対応しました。

８:30

昼休憩
妻と定期的に連絡を取り合います。子供や妻の体調不良
等があれば、時間休暇を取得する事もあります。

12:00

午後の勤務開始
管内の整備計画の進捗状況について打合せを行いました。

13:00

退庁17：15

帰宅、夕食
家族そろって食事をします。

18：15

子供と一緒に遊ぶ
最近はお絵かきや工作がブームです。

19:00 

子供とお風呂
子供２人の入浴は僕の仕事です！

20:00

子供の寝かしつけ
そのまま一緒に寝ることもあります。

21:00

就寝
妻と晩酌した後、就寝します。

22:00

ある 1 日のスケジュール
Schedule

警察庁職員が利用できる主な仕事と育児の両立支援制度 制度利用者の声・ある１日のスケジュール

　小学生の子供がいます。小学校にあがり、学校活動への参

加や夏休み等の長期休業など､子供の成長に伴って制約される

時間が乳幼児期と比べ大きく変わりましたが、理解のある上司

や同僚の協力により、その時 で々適切な制度を利用しています。

　柔軟な働き方ができる恵まれた職場環境で業務に集中する

ことができるため、仕事と育児が両立できていると実感してい

ます。

利用した制度
通勤緩和、育児休業、育児短時間勤務、子の看護休暇、早出遅
出勤務、休憩時間の短縮、テレワーク勤務

利用した制度
育児休業、配偶者出産休暇、男性職員の育児参加のための休暇、
子の看護休暇、早出遅出勤務、テレワーク勤務

　第２子誕生時に育児休業を取得しました。　　

　上司や同僚に業務計画や休業計画をしっかり共有すること

で、スムーズに業務の引継や休業・復職ができました。

　復職後も子供の予防接種や通院、幼稚園の送迎などを行っ

て、子供との貴重な時間を過ごしています。

　育児参加は業務への活力であり、充実した毎日を送ってい

ます。

ワークライフバランス
Part4
多彩な

人材の活躍

テレワーク勤務
１日の勤務時間全

体または一部を自宅

で勤務することがで

きます。

育児短時間勤務制度
小学校就学前の子を養育する場合、

該当する勤務形態により勤務時間を短

縮することができます。

休憩時間の短縮
育児や家族の介護のため、休憩時間

を短縮することができます。

早出遅出勤務
1日の勤務時間を保ったまま、早出や

遅出することができます。

子の看護休暇
小学校就学前の子を養育する職員が子

の看護をする必要がある場合、子供１

人につき、年５日の休暇を取

ることができます。（10日が

上限）

男性職員の
育児参加のための休暇
配偶者が出産する場合、その出産に

かかる子または小学校就学に達するま

での子を養育す

る男性職員が休

暇を取ることがで

きます。

育児時間
小学校就学前の子を養育する場合、

１日の勤務時間のうち最大２時間まで

勤務時間を短縮できます。

育児休業
３歳未満の子を養育する場合、配偶

者の就業の有無にかかわらず、３歳の

誕生日の前日まで休業できます。

職務専念義務免除
妊産婦が健康診査や保健指導を受診

する、通勤時の混雑が妊娠中の負担

になる場合、勤

務しないことが

認められます。

産前・産後休暇
産前6 週間、産後８週間の休暇を取

ることができます。

配偶者出産休暇
配偶者の出産に伴う入退院時・出産

時の付添などを行うために休暇を取る

ことができます。

2013年採用 一般職試験（大卒程度）
電気・電子・情報

2012年採用 国家公務員Ⅱ種試験
（機械）

起床・朝の準備・夕食作り
子供が起きる前に家事を終わらせ、子供を起こして一緒に
朝食を食べます。

出勤
子供と一緒に自宅を出発。

午後の勤務開始
警視庁からの問合せに対応。

退庁
子供のお迎えのため、毎日、定時退庁しています。

帰宅
急いで夕飯の準備！

6：00

ある 1 日のスケジュール
Schedule

8：00

登庁
担当システムの点検を行います。

9：00

休憩時間を30分にしています。
お昼休み12：00

12：30

17：15

学童へお迎え18：00

18：15

夕飯18：30

就寝
睡眠時間はきちんと確保したいので、22 時 30 分までには
寝るようにしています。

22：30

子供と一緒に寝てしまい、気づいたら朝になっていることも…。
家事

夕食後に終わらなかった家事を片付けます。
21：30

子供の就寝に付き添い21：15

子供と過ごす時間・お風呂
子供と一緒に遊びつつ、一人で集中し始めるタイミングが
あれば家事をします。

19：00

宿題の付き添い
学校の宿題の丸付けをしたり、翌日の準備を見守ります。

20：30

30 31



募集要項
Part5
採用案内

官庁訪問（採用面接）とは？

 ※ 「デジタル・電気・電子」区分は、2022年度試験以前は「電気・電子・情報」区分です。
　なお、管区警察局別の採用状況は、各管区警察局のホームページ等をご覧ください。

採用年度
国家公務員採用一般職試験 選考試験

計大卒程度
高卒者 無線資格 

（一陸技）
経験者
採用

（係長級）
デジタル・電
気・電子（※） 機械 土木 建築 物理 化学 農学 農業農

村工学 林学
2020 年度 28 2 8 2 3 11 3 0 0 16 33 0 106
2021 年度 11 5 2 0 4 16 11 2 0 18 34 2 105
2022 年度 21 1 2 1 4 15 14 0 1 7 37 0 103
2023 年度 11 5 4 0 4 8 9 0 0 7 37 0 85
2024 年度 13 4 2 0 6 10 9 0 2 17 32 0 95

近年の採用実績

機械・パソコンが好きな人 常に向上心を持った人 柔軟な発想力を持つ人 チームワークを大切にする人

採用広報動画

13分 22秒 ３分３秒

　警察庁技術職員（国家公務員）になるためには、人事院が実施する国家公務員採用一般職試験の最終合格及び警
察庁の各地方機関が実施する官庁訪問（採用面接）の両方に合格する必要があります。
　また、資格保有者を対象とした選考試験（無線従事者採用）も実施しております。

●上記は令和６年度の例です。　
　実施年度により、スケジュールが異なる可能性がありますので、実施詳細については、人事院のホームページ
をご覧ください。

●第一級陸上無線技術士の資格保有者を対象とした選考試験も実施しております。
●日程等の実施詳細は、各地方機関のホームページをご覧ください。

　受験者が志望官庁を訪問し、業務説明や面接を受けるもので、志望府省庁に採用されるための重要な
ステップです。官庁訪問（採用面接）の前に、業務説明会や職員訪問を通じ、府省庁の業務内容をしっ
かりと理解しておくことをおすすめします。

第
一
次
試
験

（
筆
記
試
験
）

（
人
事
院
主
催
）

国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験

受
験
申
込

（
人
事
院
主
催
）

官
庁
訪
問

2月下旬～3月下旬 6月上旬 7月中旬～下旬 8月中旬 10月1日以降 4月1日

（
人
物
試
験
）

（
人
事
院
主
催
）

第
二
次
試
験

国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験

最
終
合
格

採
用

警察庁技術職員への道のり 求める人物像

内
定
式

警察庁技術職員（一般職）の
業務内容や研修制度等の魅力
を一つの動画にまとめました。

警察庁技術職員（総合職・一
般職）の日々の業務・組織で
の役割について若手職員の声
をまとめました。

国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）

 選考試験（無線従事者採用）

理系としての素養をお持ちの方でしたら、学生時代の専攻にとらわれず人物重視での採用を行っております。
採用区分が配属先や将来的なキャリアパスに影響を与えることはありません。

● 上記は令和６年度の例です。　
　実施年度により、スケジュールが異なる可能性がありますので、実施詳細については、人事院のホームページ
をご覧ください。
●官庁訪問（採用面接）時期は、各地方機関のホームページをご覧ください。

第
一
次
試
験

（
筆
記
試
験
）

（
人
事
院
主
催
）

国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験

受
験
申
込

（
人
事
院
主
催
）

官
庁
訪
問

6月中旬～下旬 9月上旬 10月上旬～中旬 11月中旬 11月中旬以降 4月1日

（
人
物
試
験
）

（
人
事
院
主
催
）

第
二
次
試
験

国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験

最
終
合
格

採
用

内
定
式

国家公務員採用一般職試験（高卒者試験）

給与・勤務時間など

＜大卒程度試験採用＞　約220,000 円　＜高卒者試験採用＞　約188,000 円
＜選考採用（第一級陸上無線技術士）＞　約220,000 円
扶養手当、通勤手当、住居手当、超過勤務手当など
原則年1回
期末手当、勤勉手当として、1年間に俸給の月額等の約4.6カ月分（6月、12月に支給）
1日7時間45分
年次休暇20日※2

20日まで翌年に繰越し可能（最大40日まで）
その他、病気休暇、特別休暇（夏季・結婚・出産・忌引・ボランティア等）、介護休暇等
土・日、祝日等、年末年始（12月29日～1月3日）

初任給※１

諸手当
昇給
賞与（ボーナス）
勤務時間

休暇等

休日

※１ 大卒後又は高卒後に職務経歴なしで採用された場合の目安であり、院卒者や職務経験者の場合は、その経歴を踏まえた給与が設定されます。
※２ 初年度は15日
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採用 Q&A

採用は管区警察局のみで行われるのですか？Q1
A

本パンフレットの掲載者の所属・職名は、令和６年10月１日現在のものです。

採用窓口

　各管区警察局、北海道警察情報通信部、東京都警察情報通信部及び四国警察支局において採用し
ています。
　なお、関東管区警察局と東京都警察情報通信部は、いずれも首都圏において警察の情報通信部門と
して活動するという点で親和性があることから、合同で職員の採用を行っており、経験の幅を広げキャリ
アアップを図るため、人事交流も行っています。

担当する業務は、情報通信部門のみですか？Q2
A 　情報通信等の技術を軸とする業務を担当します。また、本人の適性や希望に応じて都道府県警察や

警察庁に出向し、生活安全、刑事、交通、警備といった他部門で勤務する機会や、他省庁で勤務する
機会もあり、様 な々フィールドで活躍するチャンスがあります。

総合職と一般職の業務の違いは何ですか？Q3
A 　総合職は技術的な知見を活かしつつ、主に政策の企画・立案に携わります。一方、一般職は第一線

警察活動における情報通信システムの整備・運用、サイバー事案捜査の技術支援等、専門的な知識や
技能を実際に活用する業務に従事することになります。

大卒・高卒で業務内容に違いはありますか？Q4
A 　学歴等による業務内容の違いはありません。入庁後は採用区分や試験区分に関わらず、同一の新任

研修や配属先での実務研修を経た上で、本人の適性等に応じたキャリアを積むことになります。

採用までに取得しなければならない資格はありますか？Q5
A 　採用までに取得必須の資格はありません。

異動について個人の希望は反映されますか？
また、異動の周期はどれくらいですか？

Q6

A 　異動に関する希望調査を毎年実施しています。配置先は適性や能力、家庭状況等を総合的に踏まえ
た上で決定されます。
　また、異動の周期は概ね３～５年周期となります。

警察庁本庁で勤務することはできますか？Q7
A 　本人の希望や適性によって、警察庁本庁や警察情報通信研究センター、サイバーセキュリティ対策研

究・研修センターで勤務する機会もあります。

Part5
採用案内
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